
女
性
部
活
躍
の

基
礎
を
築
く
技
能
習
得

　

女
性
部
は
３
年
前
の
８
月
に

誕
生
し
ま
し
た
。

　

目
的
は
、

① 

女
性
会
員
同
士
の
交
流

② 

女
性
向
け
の
仕
事
の
創
出

③ 

女
性
会
員
の
増
強

　

女
性
部
は
ヨ
ガ
講
座
を
手
始

め
に
数
々
の
講
座
を
実
施
し
て

会
員
の
知
識
・
技
能
・
技
術
を

広
げ
、
地
域
社
会
か
ら
の
要
請

に
応
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ハ
ー
ブ
石
鹸
の
手
作
り
講
座

に
あ
た
り
、
女
性
部
役
員
が
、

今
後
の
女
性
部
の
方
向
性
に
つ

い
て
熱
く
意
気
込
み
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
講
座
も
更
に
深
め

発
展
さ
せ
、
事
業
化
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
女
性
部
の
活
動
へ
よ
り

多
く
の
女
性
会
員
の
ご
協
力
・

ご
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

令 和 元 年 ９ 月５日
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平成 30年度事業実績
契約金額 対前年比 受託件数 対前年比 就業延べ人数 対前年比

請負・委任契約 377,711,557 円 ▲ 21,078,940 円 7,057 件 ▲ 159 件 88,815 人 ▲ 3,888 人

内 訳

公 共 70,099,184 円 3,453,924 円 203 件 20 件 12,125 人 479 人

企 業 230,100,786 円 ▲ 19,333,143 円 2,564 件 ▲ 49 件 58,096 人 ▲ 3,657 人

家 庭 77,511,587 円 ▲ 5,199,721 円 4,290 件 ▲ 130 件 18,594 人 ▲ 710 人

派 遣 契 約 25,351,937 円 8,780,404 円 37 件 18 件 5,988 人 2,299 人

　
平
成
30
年
度
事
業
報
告

　

平
成
30
年
度
は
、
請
負
・
委
任
事
業
は

猛
暑
日
な
ど
の
天
候
の
影
響
を
受
け
、
受

注
業
務
の
消
化
が
遅
れ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
夏
場
を
中
心
に
月
別
就
業
実
績
が
前

年
度
を
下
回
り
ま
し
た
。
一
方
、
適
正
就

業
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
シ
ル
バ
ー

派
遣
事
業
は
、
事
業
所
の
ご
理
解
を
い
た

だ
き
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
が
、
全
体
で

は
１
，
２
２
９
万
９
千
円
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。

（
下
段
の
表
を
参
考
に
し
て
下
さ
い
。）

藤枝市シルバー人材センター定時総会の開催

平成30年度収支決算、新役員の選任などを承認
　6 月 22 日㈯、藤枝市生涯学習センターにおいて、定時総会を開催し、北村市長をはじめご
来賓のご臨席をいただいて、平成３０年度の事業報告と収支決算の承認、新役員 ( 理事・監事 )
を選任する議事が提案され、全会一致で承認されました。

　
総
会
挨
拶

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
本
総
会
に
ご
出
席
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
来
賓
の
皆

様
に
は
、
ご
多
忙
中
の
と
こ
ろ
を
ご
臨
席
い
た

だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
①
就
業
率
の
ア
ッ
プ
、
②

会
員
の
事
故
撲
滅
、
③
会
員
の
増
強
の
３
つ
を

重
点
目
標
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

総
会
資
料
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
就
業
率
は
残

念
な
が
ら
若
干
昨
年
を
下
回
り
ま
し
た
が
、
大

き
く
落
ち
込
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

事
故
の
撲
滅
は
、
重
篤
事
故
も
な
く
、
皆
様
が

注
意
さ
れ
て
仕
事
に
励
ん
で
く
れ
た
賜
物
と
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
の
増
強
で
す
が
、
少
子
高
齢
化

の
人
手
不
足
の
波
が
シ
ル
バ
ー
に
も
ひ
し
ひ
し

と
押
し
寄
せ
、
入
会
時
の
年
齢
も
高
く
な
り
非

常
に
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
も
、
会
員
・
役
員
・
職
員
が
一
体
と

な
っ
て
、
シ
ル
バ
ー
発
展
の
た
め
に
努
力
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
会
員

の
皆
様
に
は
、
健
康
に
留
意
し
て
、
仕
事
に
励

ん
で
頂
き
、
当
セ
ン
タ
ー
が
益
々
発
展
し
ま
す

よ
う
に
、ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

理
事
長

大
井
市
郎
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平
成
か
ら
令
和
へ
、
新
し
い
時
代
を

迎
え
て
国
は
、
働
き
方
改
革
の
中
で
生

涯
現
役
社
会
を
推
進
し
て
お
り
、
健
康

で
意
欲
の
あ
る
高
年
齢
者
の
経
験
や
知

恵
を
社
会
で
活
か
し
て
、
就
労
の
機
会

を
確
保
す
る
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
も
、『
自
主
・
自
立
、

共
働
・
共
助
』
の
理
念
の
下
で
、
会
員

が
力
を
合
わ
せ
て
、
市
民
生
活
や
地
域

社
会
に
貢
献
す
る
就
業
促
進
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令
和
元
年
度
の
事
業
計
画

就
労
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
よ
う
！

①
会
員
の
増
強
と

普
及
啓
発
活
動
の
推
進

②
安
全
就
業
の
徹
底

③
就
業
機
会
の
確
保
と

適
正
就
業
の
推
進

④
会
員
の
資
質
向
上
と

技
能
向
上
の
推
進

⑤
組
織
体
制
の
確
立

⑥
財
政
基
盤
の
確
立
と

効
率
的
な
財
政
運
営
の
推
進

⑦
地
域
社
会
へ
の
貢
献

会
員
の
拡
大
・
入
会
促
進

　

こ
こ
数
年
、
減
少
傾
向
で
あ
っ
た
会
員

数
に
つ
い
て
は
、
新
規
入
会
者
が
前
年
度

よ
り
24
名
増
え
て
117
名
、
退
会
者
が
35

名
減
り
105
名
で
し
た
。
前
年
度
末
に
比

べ
12
名
増
の
894
名
と
な
り
、
よ
う
や
く

減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
掛
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
会
員
の
拡
大
に
向
け
て
は
、
各

種
技
能
講
習
の
実

施
、
イ
ベ
ン
ト
等

へ
の
参
加
な
ど
、

各
委
員
会
で
も
検

討
し
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の

Ｐ
Ｒ
や
普
及
啓
発

活
動
を
行
い
、
入

会
促
進
に
努
め
ま

し
た
。

安
全
就
業
・
事
故
防
止

　

セ
ン
タ
ー
の
事
業
を
推
進
し
て
い

く
上
で
、
最
も
基
本
と
す
べ
き
こ
と

は
、
安
全
就

業
の
確
保
で

す
。
安
全
・

適
正
就
業
委

員
会
を
中
心

に
、
職
群
別

の
安
全
対
策

会
議
や
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
の
取
り

組
み
を
進
め
、

会
員
の
安
全

意
識
の
高
揚

に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

事故発生状況
事故件数 内　訳

障害事故 賠償事故
平成30年度 12 件 7 件 5 件
平成29年度 15 件 6 件 9 件

増　減 ▲ 3 件 1 件 ▲ 4 件

　

定
時
総
会
の
ご
盛
会
を
、
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
く
令
和
と
い
う
時
代
を
迎
え
、
こ

れ
か
ら
は
人
生
100
年
の
総
活
躍
の
時
代
と

言
わ
れ
、
明
る
く
楽
し
い
社
会
生
活
を
、

み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
て
創
る
時
代
に
す

る
こ
と
が
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
藤
枝
市
の
最
近
の
動
き
に
つ
い

て
、
３
点
ご
紹
介
し
ま
す
。

① 

第
一
回
コ
ン
パ
ク
ト
街
づ
く
り

大
賞
で
全
国
最
優
秀
賞
受
賞

　

こ
の
受
賞
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
を
使
い
、
働
き
方
改
革
の
一
つ
と
し

て
、
藤
枝
に
居
な
が
ら
東
京
の
仕
事
が
出

来
る
モ
デ
ル
都
市
と
し
て
の
取
組
が
評
価

さ
れ
、
当
市
が
国
土
交
通
大
臣
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

② 

九
条
ネ
ギ
の
加
工
工
場
　
市
内

大
東
町
に
建
設

　

都
市
の
発
展
に
は
、
農
商
工
全
て
の
産

業
の
活
性
化
が
大
切
で
す
。
地
域
農
業
の

振
興
と
し
て
、
九
条
ネ
ギ
の
ト
ッ
プ
メ
ー

カ
ー
と
提
携
し
、
ネ
ギ
加
工
施
設
の
建
設

を
進
め
て
い
ま
す
。

③ 

市
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に

市
立
総
合
病
院
の
充
実

　

３
年
前
に
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
建

設
し
、
集
中
治
療
装
置
の
導
入
な
ど
、

医
療
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
か
か
り
つ
け
医
と
な

る
開
業
医
と
の
連
携
を
進
め
、
皆
さ
ん
が

藤
枝
市
立
病
院
に
く
れ
ば
安
心
し
て
治
療

が
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

都
市
の
勢
い
は
、
人
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
る
も
の
で
、
人
を
育
て
る
こ
と
が
何

よ
り
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意

味
で
、
豊
か
な
知
識
と
経
験
を
持
つ
皆
さ

ん
が
、
現
役
と
し
て
活
躍
で
き
る
場
を
提

供
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
大

事
な
存
在
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
で
は
子
育
て
支
援
事

業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

お
り
、
特
に
市
と
連
携
し
た
病
児
保
育
や

託
児
事
業
で
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
大

変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
が
楽
し
く
生
き
生

き
と
働
け
る
生
涯
現
役
社
会
が
実
現
す
る

よ
う
に
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の
拡
大
と
会

員
の
確
保
に
向
け
て
、
市
と
し
て
も
全
力

で
支
援
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
藤
枝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様

の
ご
健
康
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

祝辞

藤枝市長

北村正平

基本方針
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会
員
の
皆
様
、
本
年
度
の
総
会
を
最
後

に
、
理
事
長
を
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
前
任
の
三
ヶ

尻
理
事
長
の
急
逝
に
伴
い
、
平
成
二
十
一

年
に
そ
の
後
を
受
け
て
理
事
長
に
就
任
し
、

早
十
年
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
に
は
様
々

な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
特
に
思
い

出
さ
れ
る
の
は
、
国
の
事
業
仕
分
け
に
よ
る

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
大
幅

な
補
助
金
の
削
減
で
す
。
大
変
厳
し
い
事

業
運
営
を
迫
ら
れ
た
時
期
が
数
年
間
続
き

ま
し
た
が
、
藤
枝
市
の
温
か
い
ご
支
援
と
、

会
員
の
皆
様
の
ご
努
力
・
ご
尽
力
に
よ
り
、

何
と
か
乗
り
越
え
ら
れ
た
事
に
、
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

後
任
に
は
、
市
か
ら
桜
井
元
副
市
長
を

ご
推
挙
し
て
頂
き
、
新
し
い
令
和
の
時
代

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
必
ず
や
会
員
の
皆

様
を
導
い
て

く
れ
る
も
の

と
信
じ
て
お

り
、
私
も
安

心
し
て
退
任

で
き
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
桜
井
新
理
事
長
を
中
心

に
、
藤
枝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

益
々
ご
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
在
任
中
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
会
員
の
皆
様
や
関
係
の
皆
様
に
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
、
退
任
の
挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
藤
枝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
理
事
長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た

桜
井
幹
夫
で
す
。
平
成
と
い
う
時
代
が
終
わ

り
、
令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
の
始
ま
り
に
当

セ
ン
タ
ー
の
舵
取
り
を
任
さ
れ
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛

感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
最
近
の
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ

り
経
済
の
持
続
性
が
危
惧
さ
れ
る
中
、
一
億

総
活
躍
・
生
涯
現
役
社
会
に
向
け
た
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
果
た
す
役
割
は
、
益
々
重
要
性
を
増

し
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
会

員
の
皆
様
方
が
、
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験

を
活
か
し
て
、
地
域
の
支
え
手
と
し
て
活
躍
さ

れ
、
ま
た
、
就
業
を
通
じ
て
自
ら
の
生
き
が
い

を
見
出
す
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て

き
て
お
り
、
課
題
も
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
大

井
前
理
事
長
を
始
め
と
す
る
諸
先
輩
方
の
功

績
を
汚
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
さ
ら
に
当
セ
ン

タ
ー
の
益
々
の
発
展
に
向
け
て
、
新
役
員
一
同
、

力
を
合
わ
せ
て
精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
方
、
ま
た
関
係
各
位
の
皆

様
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
就
任
の

ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
は

　

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
高
齢
者
に
、
就
業
を
通
じ

て
生
き
が
い
を
高
め
、
活
力

あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に

貢
献
す
る
、
営
利
を
目
的
と

し
な
い
公
益
法
人
で
す
。

入
会
資
格

・
藤
枝
市
に
お
住
い
の
方

・
60
歳
以
上
の
方

・
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

入
会
前
に

・
入
会
す
る
に
は
必
ず
説
明

会
を
受
け
て
頂
く
事
が
必

要
で
す
。

・
説
明
会
は
毎
月
、
原
則
と

し
て
第
３
月
曜
日
に
、
事

務
所
２
階
で
開
催
し
ま
す
。

入
会
希
望
は
ご
連
絡
を

藤
枝
市
藤
枝
５
丁
目
３-

20

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
６
４
１-

５
５
６
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
６
４
１-

８
８
１
８

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

新
会
員
募
集

新
理
事
長
就
任
あ
い
さ
つ

前
理
事
長
退
任
あ
い
さ
つ

大 井 市 郎 桜 井 幹 夫
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地　　区 氏　　名

葉 梨 地 区

西 澤 喜 三 枝
小 澤 久 男
丹 羽 順 子
青 木 清 人

広 幡 地 区 朝 倉 勇 次

西 益 津 地 区

櫻 井 泰 治
大 塚 宣 男
海 野 一 昭
平 尾 博 子

藤 枝 東 地 区

寺 田 文 代
下 田 和 夫
梶 山　 廣
杉 山 敏 雄
江 頭 征 弥

青 島 南 地 区 村 松 ト シ 江
大 井 市 郎

青 島 北 地 区
狩 野 義 一
植 田 益 弘
中 村 嘉 男

高 洲 地 区 岩 崎 勝 美
中 山 義 博

岡 部 南 地 区 杉 山 ぎ ん
田 守 茂 穂

岡 部 北 地 区 大 石 盛 雄

令和元年度定時総会で
表彰された会員のお名前 （敬称略）

令和元年度定時総会で会員 24名が表彰されました。

10
年
表
彰
、あ
り
が
と
う

健
康
で
仕
事
に
誇
り
を
も
っ
て
努
め
て
参
り
ま
す
。

広
幡
地
区
　
朝
倉
勇
次

　

受
賞
者
を
代
表
し
一
言
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
平
成
21
年
４
月
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
入
会
致
し
ま
し
た
。
幸
い
に
も
、
入
会
当

初
よ
り
仕
事
に
就
業
す
る
こ
と
が
で
き
、
月
に
10

日
か
ら
15
日
位
、
駐
車
場
の
案
内
係
の
仕
事
を
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

あ
る
時
、
ほ
か
の
会
員
さ
ん
か
ら
「
登
録
し
た

け
ど
仕
事
が
な
い
」
と
い
う
話
を
聞
き
、「
一
緒

に
駐
車
場
の
仕
事
を
や
る
か
ね
」
と
声
を
掛
け
た

り
し
て
、
仕
事
仲
間
が
増
え
、
今
で
は
40
名
位
の

グ
ル
ー
プ
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
年
一
回
、

懇
親
会
を
開
く
よ
う
に
な
り
、
今
年
一
月
の
時
に

は
30
名
程
の
会
員
が
出
席
し
、
楽
し
く
歓
談
の
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
シ
ル
バ
ー
会
員
の
誇
り
を
も
っ

て
、
仲
間
と
と
も
に
し
っ
か
り
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
体
力
の
続
く
限
り
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
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第
19
期
役
員
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

６
月
22
日
の
定
時
総
会
に
お
い
て
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
本
総
会
の
日
か
ら
２
年
後
の
定
時
総
会
ま
で
で
す
。

〜令和元年度の専門委員会〜

理事長
桜井 幹夫

理事
小柳津 茂弘

監事
小澤 隆保

副理事長
岸本 孝夫

理事
佐久間 清

監事
内記 秀夫

常務理事兼事務局長
後藤 裕和

理事
須永 誠三

理事長
大井 市郎

理事
池谷 直美

理事
原田 昌宏

理事
田中 英雄

理事
石田 眞由美

理事
平出　武男

理事
原川　弘

理事
大島 靖之

理事
丸山 金吾

理事
向島 陽太郎

理事
大畑 恵子

理事
森谷 亮治

監事
三宅　博

委
員
会
の
事
業
目
的
と
委
員
構
成

　

藤
枝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
３
つ
の
専
門
委
員
会
を
設
け
て
、
セ
ン

タ
ー
の
運
営
や
事
業
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
委
員
会
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
目
的
を
も
っ
て
取
り
組
み
、
イ
ベ
ン
ト
や

講
習
会
な
ど
を
計
画
し
、
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
全
体
の
事
業
活
動
を

充
実
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

◎
委
員
長
　
　
○
副
委
員
長
　
　（
事
）
事
務
局

事
業
推
進
委
員
会

①
中
・
長
期
計
画
の
進
行
管
理
に
関
す
る
こ
と

②
事
業
開
拓
に
関
す
る
こ
と

③
未
就
業
会
員
に
対
す
る
就
業
相
談
に
関
す
る
こ
と

◎　

小
柳
津
茂
弘　
　

○　

原
田　

昌
宏　
　
　
　

　
　

大
畑　

恵
子　
　
　
　

石
田
眞
由
美　
　
　
　

後
藤　

裕
和

（
事
）
村
越　

祝
広　
　

（
事
）
坂
巻
代
里
子　
　

（
事
）
大
出　

和
美

普
及
啓
発
委
員
会

①
普
及
活
動
に
関
す
る
こ
と

②
機
関
紙
の
編
集
作
業
に
関
す
る
こ
と

③
会
員
の
拡
大
に
関
す
る
こ
と

◎　

大
島　

靖
之　
　

○　

佐
久
間　

清

　
　

岸
本　

孝
夫　
　
　
　

丸
山　

金
吾

（
事
）
村
松　

正
行　
　

（
事
）
茂
川
美
代
子　
　

（
事
）
小
林　

睦
恵

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

①
会
員
が
健
康
で
安
全
・
適
正
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
の
実
施
計
画

の
策
定
に
関
す
る
こ
と

②
就
業
上
の
自
己
分
析
と
事
故
防
止
対
策
の
樹
立
に
関
す
る
こ
と

③
そ
の
他
、
会
員
の
健
康
と
安
全
適
正
就
業
に
関
す
る
こ
と

◎　

平
出　

武
男　
　

○　

森
谷　

亮
治

　
　

須
永　

誠
三　
　
　
　

池
谷　

直
美　
　
　
　

秋
山　

初
男

　
　

平
井　

雅
之　
　
　
　

勝
治　

優
雄　
　
　
　

池
田　

元
二

（
事
）
村
越　

祝
広　
　

（
事
）
貝
沼　

純
也

退
任
役
員
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今
回
の
記
事
は
、
定
時
総
会

が
主
で
す
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
仕
組
み
が
良
く
理
解
で

き
る
内
容
で
す
。ご
愛
読
下
さ
い
。

　

さ
て
、
最
近
„
ひ
き
こ
も
り
＂

と
い
う
言
葉
を
、
新
聞
・
テ
レ

ビ
等
で
見
聞
き
す
る
こ
と
多
く

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
„
ひ
き

こ
も
り
＂
と
い
う
と
若
年
者
の
問

題
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近

で
は
高
齢
者
の
„
ひ
き
こ
も
り
＂

が
急
増
し
、
そ
の
う
ち
中
高
年

の
„
ひ
き
こ
も
り
＂
の
75
％
が
男

性
で
、
定
年
後
„
ひ
き
こ
も
り
＂

に
な
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
、

更
に
増
加
中
と
の
事
。

　

更
に
„
ひ
き
こ
も
り
＂
を
続
け

る
と
、
認
知
症
に
な
る
確
率
が
高

く
な
り
、
現
在
、
65
歳
以
上
の

認
知
症
患
者
は
全
国
で
500
万
人
。

７
人
に
１
人
が
認
知
症
な
の
だ
そ

う
で
す
。
ま
た
、
２
０
２
５
年
に

は
、
700
万
人
に
、
す
な
わ
ち
５
人

に
１
人
が
認
知
症
に
な
る
と
い
う

推
計
デ
ー
タ
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

認
知
症
対
策
は
、
孤
独
な
生

活
で
は
な
く
、
仲
間
作
り
が
特

効
薬
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
何
と

し
て
も
700
万
人
の
仲
間
入
り
だ

け
は
し
た
く
な
い
も
の
で
す
ネ
。

普
及
啓
発
委
員
長
　
大
島
　
靖
之

　

平
成
28
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
安
全
標
語

の
募
集
は
４
年
目
に
入
り
、
今
年
も
６
月

に
募
集
を
し
ま
し
た
。
応
募
状
況
は
49
名

70
点
の
応
募
が
あ
り
、
厳
正
な
審
査
に
よ

り
、
次
の
様
に
決
ま
り
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
（
１
点
）

健
康
は
安
全
作
業
の
第
一
歩

自
分
の
管
理
も
怠
ら
ず

青
島
南
地
区
　
青あ
お

木き

正
し
ょ
う

二じ

優　
秀　
賞
（
５
点
）

安
全
確
認
！
気
を
ぬ
く
程
に
！

事
故
の
も
と
！

藤
枝
西
地
区
　
堀ほ
り

井い

重し
げ

子こ

人
材
は笑

顔
と
朝
の
あ
い
さ
つ
か
ら

青
島
南
地
区
　
山や
ま

田だ

雅つ
ね

子こ

安
全
基
準

守
っ
て
今
日
も
無
事
に
就（
終
）業

高
洲
地
区
　
平ひ
ら

出で

武た
け

男お

安
全
を 

思
う
心
に
事
故
は
な
し

高
洲
地
区
　
杉す
ぎ

山や
ま

栄え
い

一い
ち

小
さ
な
気
づ
き
が
大
き
な
効
果

声
か
け
あ
っ
て
安
全
作
業

高
洲
地
区
　
村む
ら

松ま
つ

康や
す

郎ろ
う

　

安
全
活
動
の
基
本
は
、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ

の
法
則
を
全
員
で
共
有
し
、
安
全
標
語
募

集
で
安
全
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
り
、
全
員

の
活
動
で
無
災
害
に
結
び
付
け
て
行
く
の

が
一
般
的
な
手
法
で
す
。
ま
ず
ハ
イ
ン
リ
ッ

ヒ
の
法
則
を
お
さ
ら
い
し
て
み
ま
す
と
、

　

こ
の
法
則
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ハ
イ
ン
リ
ッ

ヒ
氏
が
提
唱
し
た
労
働
災
害
の
経
験
則
の

ひ
と
つ
で
す
。

　
「
１
つ
の
重
大
災
害
（
死
亡
・
重
傷
）
１

件
が
発
生
す
る
裏
に
は
、
軽
微
な
事
故
が

29
件
、
さ
ら
に
そ
の
背
後
に
隠
れ
た
事
故

の
案
件
が
３
０
０
件
（
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
）

あ
る
と
し
て
い
る
。」

　

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、
事
故

や
災
害
の
発
生
が
予
測
さ
れ
た
ヒ
ヤ
リ
・

ハ
ッ
ト
の
段
階
で
対
処
し
て
行
く
の
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
重
要
な
の
が
、

そ
の
作
業
に
潜
む
危
険
を
予
知
す
る
能
力

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
能
力
は
人
そ
れ
ぞ

れ
違
い
ま
す
が
、
安
全
標
語
は
見
事
に
危

険
を
予
測
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
４
回
に
わ
た
っ
て
お
知
ら
せ

し
た
標
語
を
理
解
し
、
実
践
す
れ
ば
事
故

の
未
然
防
止
に
役
立
つ
作
品
ば
か
り
で
す
。

予
知
能
力
は
、
こ
の
標
語
を
参
考
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

安
全
就
業
は
会
員
の
皆
様
だ
け
で
な
く
、

ご
家
族
の
願
い
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
主
旨

を
活
か
し
て
安
全
就
業
を
実
践
す
る
の
は

「
あ
な
た
」
で
す
。
す
べ
て
の
会
員
に
よ
る

総
合
力
で
無
災
害
を
達
成
し
ま
し
ょ
う
。

お
知
ら
せ 

と 

お
願
い

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

　

10
月
26
日
㈯
に
大
井
川
河
川
敷
で

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
会
員

の
参
加
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

会
員
親
睦
旅
行

11
月
23
日
㈯
の
予
定
で
す
。

奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
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